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産業交流プラザの指定管理者の選考結果について 

 

  産業交流プラザの指定管理者の公募を行った結果、４団体から応募があり、産

業交流プラザ指定管理者選考委員会での審査を経て、次のとおり指定管理者を選

考しました。 

 
１ 施設の概要 
  指定管理者による管理対象施設は、既設の産業交流プラザとし、この施設の

管理運営を行います。 

名 称  産業交流プラザ 

所 在 地  本町３丁目 27 番地 

開 設 年 月 日  平成５年 11 月 14 日 

構 造  鉄骨鉄筋コンクリート造地下３階付 21 階建て建物の 

３階、４階の各一部 

床 面 積  2725.43 ㎡ 

施 設 内 容 

 

施設 
 利用可能 

 人数（人） 
面積(㎡) 

特別会議室 20 75 

第１会議室 20 73 

第２会議室 16 51 

第３会議室 12 32 

第４会議室 24 74 

第５会議室 12 47 

第１研修室 64 160 

第２研修室 48 130 

交流サロン － 100 

Yokosuka 

Work Cube 

マイスペース 各 1 ５席 
マイスペース 

ボックス 
各 1 ２席 

マイスペース・エア 各 1 ２席 

WEB 会議室 ２ － 

フリースペース 20 － 

交流ロビー － － 
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２ 指定管理者が行う業務 
（１）横須賀市産業交流プラザの使用の許可に関すること 
（２）横須賀市産業交流プラザの施設及び設備の維持管理に関すること 
（３）その他市長が定める業務 
 
３ 施設の管理運営経費 
  対象施設では、利用料金制を採用しているため、管理運営に係る経費は、利

用料金収入と指定管理料によって賄うことを基本としています。 
  指定管理料は、市があらかじめ定めた上限額の範囲内で申請団体が提案しま

した。 
 
４ 公募から選考までの事務手続き 
   指定管理者を指定しようとするときは、｢産業交流プラザ条例｣第５条におい

て公募により行うこととなっていますので、次のように事務手続きを進めまし

た。 

選考委員会設置   令和５年４月１日 
公募の周知 令和５年５月25日付  横須賀市公告第108号 

   令和５年６月１日発行「広報よこすか」に掲載 

   令和５年６月７日から「横須賀市ホームページ」に掲載 

募集要項配布 令和５年６月７日～７月28日 

説明会実施 令和５年６月20日  参加団体数９団体 

  当該施設現地において、申請書類、業務及び建物の仕様等

について説明を行いました。 

申請受付 令和５年７月24日～７月28日 

期間中の申請 ４団体 

選考委員会開催 令和５年５月25日（第１回 募集要項等の内容決定） 

 令和５年10月４日（第２回 公開プレゼンテーション実施） 
 令和５年10月26日（第３回 選考団体の決定） 
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５ 申請団体 
   申請のあった４団体の概要については次のとおりです。 

No. １ ２ 

団体名 株式会社不二テクノ ヤオキン商事株式会社 

所在地 横須賀市 東京都足立区 

団体の形態 株式会社 株式会社 

代表者 代表取締役 久保田 康雄 代表取締役 伊藤 治光 

資本金 18.4 百万円 30 百万円 

従業員数 142 人 506 人 

団体の設立年月 昭和 46 年４月 昭和 27 年 11 月 

業種(主な業務内容) 

環境設備整備業(指定管理事

業、建設物の設備並びにエレベ

ーター等の運転及び維持管理

業務） 

サービス業（指定管理者事業、

スポーツ施設の経営及び受託

事務） 

同種又は類似施設の 

管理運営実績 
実績あり（同種施設） 実績あり(類似施設) 

 

No. ３ ４ 

５ 
団体名 

株式会社コンベンションリン

ケージ 
株式会社セイウン 

所在地 東京都千代田区 埼玉県さいたま市 

団体の形態 株式会社 株式会社 

代表者 代表取締役 平位 博昭 代表取締役 黒川 晴予 

資本金 50 百万円 10 百万円 

従業員数 540 人 205 人 

団体の設立年月 平成８年７月 昭和 41 年９月 

業種(主な業務内容) 
サービス業（指定管理者事業、

広告代理店業） 
サービス業（指定管理者事業、

廃棄物運搬収集業） 

同種又は類似施設の 

管理運営実績 
実績あり（同種施設） 実績あり（現指定管理者） 
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６ 指定管理者の選考 
（１）選考方法 
     申請団体の審査選考にあたっては、外部委員３名及び内部委員２名の次の

５名からなる選考委員会を設置し、選考委員が各申請団体の提出書類及び公

開プレゼンテーション結果に基づいて審査を実施しました。 

     申請団体ごとに評価を行い、基礎項目評価点及び各選考委員の評価点を合

計し、最も評価点の高い団体を指定管理者として選考しました。 

区分 氏名 役職・所属 

委員長 渡 部  良 次 一般社団法人 
横須賀市観光協会 事務局長 

委 員  佐 藤  廣 横須賀商工会議所 
産業・地域活性課長 

委 員  大 野  千 佳 
中小企業診断士 
(神奈川県中小企業診断協会から

の推薦者) 

委 員 森  雅 裕 横須賀市 
文化スポーツ観光部文化振興課長 

委 員  松 本  博 文 横須賀市 
経済部経済企画課長 

 
（２）評価基準及び配点 
     審査にあたっては、「産業交流プラザ条例」第７条に定める基準をもとに、

次の評価項目及びその配点を設定し評価を行いました。 

評価項目 配点 

基礎項目評価 150点 

提案評価 950点 

（190点×５名） 

（１） 法令遵守 50点 

（10点×５名） 

（２） 施設管理 50点 

（10点×５名） 

（３） 利用者への配慮 50点 

（10点×５名） 

（４） リスクへの対応 50点 

（10点×５名） 
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（５） 障害者及び男女共同参画及び多様な性への配

慮 
50点 

（10点×５名） 

（６） 地域貢献 50点 

（10点×５名） 

（７） 人員体制 50点 

（10点×５名） 

（８） 周知方法の提案 50点 

（10点×５名） 

（９） 施設の機能向上 100点 

（20点×５名） 

（10） 施設利用率の向上 150点 

（30点×５名） 

（11） 自主事業の提案 100点 

（20点×５名） 

（12） 事業者支援の提案 100点 

（20点×５名） 

（13） 指定管理料 100点 

（20点×５名） 

合計 1,100点 

                              合計  1,100 点（150 点＋190 点×選考委員５名） 

 
  ※参考  
    「産業交流プラザ条例」第７条（指定管理者の指定）の基準 

（１）  住民の平等な利用が確保されること。 
（２）  事業計画書の内容がプラザの適切な維持及び管理を行うとともに、管理に係

る経費の縮減が図られるものであること。 
（３） 事業計画書に沿った管理及び業務を安定して行う物的能力及び人的能力を有

していること。 
 
７ 選考団体 
   東京都千代田区三番町２番地 

株式会社コンベンションリンケージ 
代表取締役 平位 博昭 
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８ 選考理由 

豊富な施設管理実績に基づき、安定した施設の管理運営が見込まれるととも

に、効果的な情報発信による施設の周知や得意分野であるコンベンションの企

画・運営ノウハウを活かした施設利用率向上に資する事業の提案が具体的に示

され、評価できるものであったため、選考しました。 
なお、選考委員会による各申請団体の評価の結果概要は別紙「指定管理者選

考結果内訳」のとおりです。 
 
９ 指定期間 

令和６年（2024 年）４月１日から令和 11 年（2029 年）３月 31 日まで 
 
10 債務負担行為（収支計画） 

債務負担行為額 176,819 千円に消費税額及び地方消費税額を加算した額 

 

 （参考）収支計画 

   指定管理料は現行の消費税額及び地方消費税額を加算した額 

   176,819 千円×1.1＝194,500 千円 

収 入                      （単位：千円） 

項 目 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10 年度 計 

指定管理料 38,900 38,900 38,900 38,900 38,900 194,500 

利用料金収入 23,100 23,200 23,350 23,500 23,600 116,750 

その他収入 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 
計 63,000 63,100 63,250 63,400 63,500 316,250 

 

支 出                      （単位：千円） 

項 目 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10 年度 計 

人件費 23,904 24,024 24,144 24,264 24,386 120,722 

事務費 24,537 24,500 24,511 24,521 24,483 122,552 

委託費 7,300 7,300 7,300 7,300 7,300 36,500 

その他経費 7,259 7,276 7,295 7,315 7,331 36,476 

計 63,000 63,100 63,250 63,400 63,500 316,250 
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             指定管理者選考結果内訳（産業交流プラザ）       別紙 1 

 

１ 結果概要（得点/満点（得点率）） 

順位 １ ２ ２ 

団体名 株式会社コンベンション

リンケージ 

株式会社不二テクノ 株式会社セイウン 

基礎項目評価 120/150（80％） 150/150（100％） 135/150（90％） 

提案評価 735/950（77％） 695/950（73％） 710/950（75％） 

合計 855/1,100（78％） 845/1,100（77％） 845/1,100（77％） 

順位 ４ 

団体名 ヤオキン商事株式会社 

基礎項目評価 120/150（80％） 

提案評価 685/950（72％） 

合計 805/1,100（73％） 

 

２ 評価内訳 

【１位】株式会社コンベンションリンケージ 

指定管理料総額 176,819 千円（消費税額及び地方消費税額が加算されます。） 

評価項目 
得点/満点 

（得点率） 
選考委員会における主な意見 

基礎項目評価 120/150 

（80％） 

 

提案評価 735/950（77％）  

 （１）法令遵守 40/50（80％） ・施設の設置目的などを理解したうえで、法令遵

守に努める旨が記載されている。 

 （２）施設管理 35/50（70％） ・多くの類似施設での実績があることはわかるが、

本施設での施設管理の具体的な提案事項や、

記載されている予防保全についての具体策が示

されなかった。 

 （３）利用者への配慮 40/50（80％） ・・苦情処理の対応フローが示されるなど、公平・公

正な立場で利用者が快適に利用できる配慮がな

されてる。 

 （４）リスクへの対応 40/50（80％） ・防災や防犯に対する取組内容が具体的で、緊

急事態発生に対する準備や発生時の対応が図

式化されており、大規模災害発生時を想定した

対策も練られていることが評価できる。 

 （５）障害者、男女共同参画及び多

様な性への配慮 

45/50（90％） ・職場環境づくりに関しては、女性活躍に関する

「プラチナえるぼし」の認定実績があり、ハラスメン

ト対策、ワークライフバランスの実現、高齢者、障

がい者雇用の提案、バリアフリー・ユニバーサル

デザインなどの多様性に配慮した施設運営の適

切な提案がなされている。 

 （６）地域貢献 40/50（80％） ・地元人材の雇用や発注などの提案はあるが、

全国展開している企業ならではの視点で、より踏

み込んだ提案の記載があるとよかった。 

・地元人材の雇用や市内優先発注など、一般的

な記載に留まっている印象である。 

 （７）人員体制 25/50（50％） ・館長、副館長、運営スタッフと必要な人員体制

が計画され、ローテーションの例示がなされてお
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り、適切な運用が見込まれる。 

・研修計画においても基礎研修からマネージャー

研修まで用意されている提案であり、適切な運用

が見込まれる。 

・・人員配置及び雇用形態において、それぞれの業

務内容や必要な職能等を明確化している点が評

価できる。 

・・本社、他施設のバックアップ体制も視野に入れた

体制は心強い。 

・・勤務ローテーションの特徴の中で、残業実施に

おいて事前に本社取締役の決裁が必要とあり、

突発的な事象の対応で残業になった時の臨機

応変な対応がとれるかが不安点である。 

 （８）周知方法の提案 40/50（80％） ・紙媒体とデジタルという幅広い層に向けた周知

方法の実施は必要であるが、それを見てもらい、

利用してもらうことが重要なので、その点ついての

具体策が示されなかった。 

・提案の中で使用する各広報媒体については、

それぞれの広報媒体に適したターゲット設定がさ

れており、施設の情報を欲しているユーザーや施

設を知らないユーザーに対して、しっかりリーチで

きる計画となっていることが評価できる。 

 （９）施設の機能向上 60/100（60％） ・横須賀地域ならではの外国語への対応は評価

できるが、バリアフリー的な施設利用の環境整備

については、提案がなされなかった。 

・コワーキング予約システムの導入、ビデオ会議

オールインワン端末のサービス導入、外国語対

応、多様な支払方法の対応、ビジネスライブラリ

ーの設置、産業交流掲示板の設置の提案など

効果的な運用が見込まれる。 

 （10）施設利用率の向上 150/150

（100％） 

・・国際会議・展示会・見本市など多様な会議の主

催経験を持つ企業であり、イベントコンベンション

の運営ノウハウを生かした施設利用率の向上に

大きな期待が持てる。 

・広報媒体を活用し、施設の認知を上げると伴

に、実際に施設に来てもらう機会としての各種イ

ベント開催やコンベンション運営部門との連携に

よる営業強化など、施設利用率向上の展開がと

ても具体的になっていることが評価できる。 

 （11）自主事業の提案 80/100（80％） ・・全国各地の施設を運営しているノウハウを活かし

た事業の提案は期待できるが、施設に多くの人を

呼び込むといった具体的な提案は薄いと感じた。 

・・様々なイベント・セミナーが提案されており、特に

各種キャリアアップ支援講座、産業ビジネスセミ

ナー、キッズフリーマーケットの開催など効果的な

提案であり期待できる。 

 （12）事業者支援の提案 60/100（60％） ・地元の各団体との連携の提案については評価

できるが、ネットワークの構築について、市外企業

としてどのように取り組むのかについては、具体
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的に示されなかった。 

 （13）指定管理料 80/100（80％） ・・効率的な施設運営による経費の縮減に加えて、

効率的な人員配置と経験値の高いスタッフが複

数業務を兼務することによりコストを引き下げてい

ることは評価できる。 

合計 855/1,100

（78％） 

 

 

【２位】株式会社不二テクノ 

指定管理料総額 177,273 千円（消費税額及び地方消費税額が加算されます。） 

評価項目 
得点/満点 

（得点率） 
選考委員会における主な意見 

基礎項目評価 150/150

（100％） 

 

提案評価 695/950（73％）  

 （１）法令遵守 40/50（80％） ・施設の設置目的を踏まえた上で、法令遵守に

努める旨が記載されている。 

 （２）施設管理 50/50（100％） ・・隣接するベイスクエアよこすか一番館の総合管

理並びに当施設の設備管理を受託していること

から、経験等を生かした適切な施設管理が期待

できる。また、本社が近いこともメリットである。 

 （３）利用者への配慮 40/50（80％） ・各種アンケートの実施や、利用者からの意見を見

える化することで、利用者へのサービス向上に繋

げる取り組み内容が評価できる。 

 （４）リスクへの対応 50/50（100％） ・・危機管理マニュアルの策定、休館日であっても

30 分以内に災害対応可能な体制づくり、防犯対

策、火災予防、サイバーセキュリティに関してサイ

バープロテクター保険への加入の提案など、具

体的で適正なリスク対応・運用が見込まれる。 

 （５）障害者、男女共同参画及び多

様な性への配慮 

35/50（70％） ・障がい者雇用率については、すでに達成されて

いるため、引き続き雇用率の継続をお願いした

い。事業計画の中で、ジェンダーニュートラルな

更衣室の整備検討とあるが、検討ではなく設置ま

での実現を期待する。 

 （６）地域貢献 50/50（100％） ・市内在住者の高い雇用率については、今後も

継統されることを期持している。商エ会議所をは

じめとした地元団体や施設、企業との連携構築

は、地域の交流促進や地域経済の活性化に寄

与できるものと期待できる。 

・・地元人材の積極的な雇用推進や地元企業なら

ではの、知見とネットワークを活かした、市内事業

者の優先発注などに期待が持てる。 

 ・横須賀市の重要施策を熟知しており、他の管理

施設で既に実施している地域貢献の取り組みや

ノウハウを産業交流プラザで活用してもらえること

に期待が持てる。 
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 （７）人員体制 40/50（80％） ・・館長、副館長、受付責任者、受付スタッフ等、必

要な人員体制は計画されていると考えられる。研

修体制も採用から３ヶ月 ６カ月、１年と計画的に

考えられた提案がなされている。 

・・「地域交流担当者」を設けていること、また地元企

業であることから地域とのつながりを生かした施設

運営が期待できる。加えて、館長・副館長・受付

責任者に正社員３名を配置することが明確に示さ

れていることも安定的な施設運営につながるもの

と高く評価できる。 

 （８）周知方法の提案 35/50（70％） ・・バーチャル施設見学、料金シュミレーション、利

用者マイページを含むホームぺージの更新、SNS

発信などの新たな提案は評価できる。しかし、積

極的に情報をとりに来ない層に対してアプローチ

の提案が示されなかった。 

・・バーチャル施設見学、料金シュミレーションなど、

新しく工夫がみられる提案がされていて評価でき

る。 

 （９）施設の機能向上 90/100（90％） ・施設管理者であるという利点を活かしての空調

管理など、利用者への快適性の向上、利用者ニ

ーズに応じた付帯設備の更新や導入など、基本

的なことではあるが環境づくりは重要であり評価

できる。 

・・施設機能の向上ついて、具体的な取り組みを提

案していることが評価できる。特に環境に配慮し

た施設照明の LED 化やバリアフリー環境の整備

については期待が持てる。 

 （10）施設利用率の向上 105/150（70％） ・・広報として、バーチャル施設見学、SNS イベント

チラシ、割引サービス「直前割」導入、既存設備

の更新やアップグレード、地域イベントとのコラボ

自主事業の提案がされるなど効果的な運用が期

待できる。 

・・利用率向上の基本的な考え方がしっかりしてお

り、アンケートによる「利用者の声」を分析し、世

代、トレンドに合わせたサービスの提供など、マー

ケッティング調査に基づく策を検討していることが

評価できる。 

・・地域交流担当の設置など、営業強化を行う姿勢

に期待が持てる。 

 （11）自主事業の提案 50/100（50％） ・既存事業者の持続的発展と新たな集積促進に

関する事業として「産業クラスターイベント」や人

材確保・育成による事業継続の支援に関する事

業など、どれも横須賀市の産業振興に欠くことの

できない取り組みと感じた。しかし、イメージが伝

わるような具体的な記述が示されなかった。 

・産業振興財団等と連携するなど、本施設の設

置目的である地域の産業振興の交流拠点として

の役割に結び付く自主事業の提案がなかった。 

 （12）事業者支援の提案 50/100（50％） ・・市内企業との連携など、地元企業ならではのネッ

トワークがあり、市内事業者の支援という観点で

期特できる。 

・・市内業者の優先発注、事業者支援に資するイベ

ントやセミナーといった自主事業の開催などの提

案があったが、イメージが伝わるような具体的な
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記述や説明が示されなかった。 

 （13）指定管理料 60/100（60％） ・市の提案上限額よりも少ない金額が提示されて

おり、具体的な削減案も示されていることが評価

できる。 

合計 845/1,100

（77％） 

 

 

【２位】株式会社セイウン 

指定管理料総額 162,637 千円（消費税額及び地方消費税額が加算されます。） 

評価項目 
得点/満点 

（得点率） 
選考委員会における主な意見 

基礎項目評価 135/150（90％）  

提案評価 710/950（75％）  

 （１）法令遵守 40/50（80％） ・適正な運用のための体制構築、規程類の整備

の提案があり、個人情報保護に関しても、管理体

制の構築、研修・講習、個人情報漏洩した場合

の対応フローの提案があった。また、情報管理、

文書管理の取り組みなどについて具体的な提案

がされており、適切な運用が期待できる。 

 （２）施設管理 45/50（90％） ・・今期においての本施設の管理実績を積み上げ

たこと。また、他施設での管理実績も十分にあり、

本市が目指す基本構想等の施策を理解し、施設

管理を行なうことができると期待できる。 

 （３）利用者への配慮 45/50（90％） ・・丁寧に対応している現状が具体的に記載されて

おり、公共施設において重要な公平性や、あらゆ

る人が使いやすい施設を目指している点を重視

しているところ、利用者の声を具体的に反映する

仕組みなどが評価できる。 

 （４）リスクへの対応 50/50（100％） ・多様なリスクを想定し、それぞれのリスクに対応

したきめ細かな対応策が提案されている。 

・コロナ禍での当該施設の運営実績もあり、リスク

対応に関して安心感がある。 

 （５）障害者、男女共同参画及び多

様な性への配慮 

40/50（80％） ・・障害者雇用について、雇用・定着の取り組みや

就労者支援の取り組みが具体的に示されている

ことが評価できる。 

・・男女共同参画、多様な性に関する配慮について

も、グループ企業全体の中でしっかり考えや方

針があることが評価できる。 

 （６）地域貢献 40/50（80％） ・本施設の指定管理者としての期間は、まだ 1 期

だと思うが、ここまで地域と連携し多くの事業に関

わってこられたことは、今後の地域への貢献につ

いても期待できる。 

・・特に観光に関して、横須賀市観光協会等と連携

しパンフレットの配架やプロモーションビデオ放

映等を行うなどの提案がされており期待できる。 

 （７）人員体制 30/50（60％） ・施設責任者が契約社員であり、不測の事態が

起きた場合の現場責任者の責任が重すぎると感

じる。 

・・正規職員が２名しかいないため、非正規雇用職
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員しかいない時間の対応に不安を感じた。様々

な業務を行うという提案がなされているが、その実

現のために、働くスタッフが疲弊しないような運用

を期待する。 

 （８）周知方法の提案 40/50（80％） ・・広報よこすかの活用やチラシ配布、地域メディア

へのプレスリリースなど従来型のものに加え、ホー

ムページへのバーチャル内覧コンテンツの掲載、

各ポータルサイトへ登録などの新たな提案がされ

ており、効果的な運用が期待できる。 

・広報・PR 活動の重要性の認識や周知方法として

各世代層へのアプローチ方法などよく研究されて

いることが期待できる。 

・チラシの配布や自治会掲示板への掲載などの

効果やプレスリリースをして発信すること自体は

良いが、パブリシティ広告として扱ってもらえるよ

うな素材をどの程度出していくことができるかが

課題であると感じた。 

 （９）施設の機能向上 60/100（60％） ・・スタッフが無料で会議室等の事前セッティングを

実施するなど、利用者目線の充実したサービス

が評価できる。 

・・施設の備品等に対する投資が少ない印象があ

る。 

・・今期の指定管理期間において、貸室業務には

必須の備品や Wi-Fl 環境の提供がなされ、施設

の機能向上が図られたものと実感している。 

 （10）施設利用率の向上 90/150（60％） ・・利用率の向上を具体的な数値としてあげている

点は評価できる。 

・・各種自主事業からの誘導を提案しているが、ど

のように利用率向上に繋げるか、また貸室の利

用率向上の具体的提案が示されず実現性が見

えにくいと感じた。 

・・Yokosuka Work Cube（YWC）の稼働率が下がっ

ている中で、貸室の一部を YWC の増設にあてる

提案についてはリスクが高いと感じた。 

・YWC 利用者交流会について、産業交流プラザ

全体の利用率向上の決め手なるのは難しいと感

じた。 

 （11）自主事業の提案 90/100（90％） ・非常に様々な事業が提案され、人を呼び込むこ

とと産業振興の両方の視点を持ち合わせている

ことが評価できる。 

・継続だけでなく、新規の提案もあり評価できる。 

・・自主事業の方針として、立地環境、他競合施設

との違いなど、産業交流プラザの特性に合わせ

た事業を実施していく提案は、施設を熟知してお

り評価できる。また、内容も多世代向けに計画し

ていることは期待できる。 

 （12）事業者支援の提案 60/100（60％） ・事業者の業務改善や起業に役立つ、ICT 技術

等の導入支援、映像編集、３D プリンタなどの貸

し出しなど、時代に合わせた支援策であると理解

するが、実際にどの程度の利用があるかなどの

分析の必要性が課題である。 
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 （13）指定管理料 80/100（80％） 市の提案上限額から削減の提案となっており、人

件費、委託費、賃借料等の経費削減に関する具

体的な提案もされており、期待できる内容となっ

ている。 

合計 845/1,100

（77％） 

 

 

【４位】ヤオキン商事株式会社 

指定管理料総額 180,437 千円（消費税額及び地方消費税額が加算されます。） 

評価項目 
得点/満点 

（得点率） 
選考委員会における主な意見 

基礎項目評価 120/150（80％）  

提案評価 685/950（72％）  

 （１）法令遵守 35/50（70％） ・法令遵守において、指定管理者として関連

法令、条例等の研修制度もあり、また、「プラ

イバシー認証」取得企業であることから、個

人情報保護に関する取り組みや情報公開に関

する取り組みもしっかりしていると評価でき

る。 

 （２）施設管理 35/50（70％） ・施設管理に関して、予防保全による長寿命

化の手法、中長期的保全計画の策定、徹底し

た整理整頓の具体的手法例の提示などの提案

がされており、適切な運用が期待できる。 

 （３）利用者への配慮 35/50（70％） ・豊富な指定管理者としての実績があり、そこ

で培われた経験等を生かした利用者への配慮

ある対応が期待できる。トラブルを未然に防

ぐ人材育成やトラブル等への対処方法につい

ても適切な提案がなされている。 

 （４）リスクへの対応 40/50（80％） ・他施設における管理実績もあることから、

事件・事故発生時の対応業務フローも確立し

ているという点で期特できる。 

 （５）障害者、男女共同参画及び多

様な性への配慮 

45/50（90％） ・全社をあげて取り組んでいる具体的な実績

が示されていて評価できる。 

 （６）地域貢献 30/50（60％） ・発注などだけではなく、市内の団体、施設、

企業との連携など、地域との関係性を深めて

いく視点は評価できる。しかし、連携例とし

て記載のある団体との具体的な方向性や実現

性が示されなかった。 
・地元に関するミニコミ紙に市内事業者や団体

等の活動インタビュー記事を掲載する、地元

人材の雇用を積極的に行う、地元企業との連

携を図り市内事業者からの調達や再委託を行

う等の提案がなされ期待できる。 

 （７）人員体制 35/50（70％） ・施設管理の実績から考慮すると、無理のない人

員体制が組まれていることが分かる。 

・2023 年から全社員を無期雇用の正社員に切り

替えると共に、総括責任者１名と副責任者２名に

正社員が配置されており、安定的な施設運営に

つながるものと高く評価できる。 
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 （８）周知方法の提案 45/50（90％） ・SNS, WEB のほかに、紙媒体としてのミニコミ紙

による発信は、興味深く感じた。 

・・ミニコミ紙の月１回の発行については、デザイン

性も良く読みやすいもので、良い提案であると評

価できる。 

 （９）施設の機能向上 50/100（50％） ・コワーキングスペースの改修や貸しロッカーの

設置など、利用者目線に立った提案が評価でき

る。 

・・具体的な取り組みが示され、特にフリースペース

の様々な活用方法において、利用者のサービス

向上に繋がる提案が評価できる。 

 （10）施設利用率の向上 135/150（90％） ・・施設利用率を向上させるための案が多く提案さ

れているため、検証を行いながら、利用率の向上

を図っていただきたい。 

・施設を知ってもらう手法として、ミニコミ紙を発行

など、施設を知ってもらうきっかけ作りと、施設を

利用する団体の情報の発信に結び付くことに期

待できる。 

・来場者を直接施設に促す策として、様々なイベ

ントなどが充実している点が評価できる。 

 （11）自主事業の提案 90/100（90％） ・・産業振興の枠にとらわれず、子供や地域住民も

対象にした提案があり、施設を活発化させようと

している点も評価できる。 

・・市内企業の人材育成やキャリアアップに資する

事業が多数提案されており、横須賀市の産業振

興に期待できる。 

 （12）事業者支援の提案 50/100（50％） ・・自社の強みである「デザインの力」を生かした事

業者支援の提案が評価できるが、その他の部分

について不足を感じる。 

・・WEB デザインの無料相談サービス、専門スキル

を持つ人材の紹介サービス、情報の発信として

行政情報、企業展示ブースの設置などの提案が

されており、評価できる。 

 （13）指定管理料 60/100（60％） ・・指定管理料は上限額と同額の提案であるが、施

設の利用促進を図り、利用料金の増加策にかか

る経費の計上や適切な経費削減を行うなど、全

体的には適正な収支バランスである。 

合計 805/1,100

（73％） 

 

 


